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第３期緑区地域福祉保健計画「みどりのわ・ささえ愛プラン」は、

各地区の特徴を踏まえた「地区別計画」、区役所・区社会福祉協議会・

地域ケアプラザ等が地域と協働し取り組む「区域計画」、さらに、それ

らを総括する基本的指針である「全体計画」で構成されています。 

地域の課題解決に向け、区民・事業者・行政が協働して計画を推進し

ていますが、その概要を年度毎に「推進状況報告書」としてまとめ、冊

子を発行しています。 

お問合せ先電話番号 
●緑区福祉保健課 事業企画担当 

電話  045-930-2304  
ＦＡＸ 045-930-2355 

●緑区社会福祉協議会 
電話  045-931-2478 
ＦＡＸ 045-934-4355 

第３期緑区地域福祉保健計画 

「みどりのわ・ささえ愛プラン」 

推進状況報告書 
 

● 「第１章 計画の概要」をご参照ください 

  緑区の地域福祉保健計画の経過や計画の内容、特徴

や、年度に取り組んだ事業などを紹介しています。 

 

● 「第 2 章 地区別計画」をご参照ください 

  区内 11 地区それぞれの概況や人口データ、地区別

計画推進策定委員会通信などをまとめています。特徴

的な取組や推進状況が掲載されている通信は、自治会

で班回覧などもしています。 

● 他の地区の取組も参考になります 

  「第２章 地区別計画」では、地区別計画推進策定

委員会の開催状況を一覧でまとめています。「地区別

委員会での検討概要」を参考に、気になる取組をチェ

ック！してみてください。 

 

自分の住んでいる地域の取組を知りたい！ 

 

計画の概要を知りたい！ 

 

緑区全体の取組や推進状況について知りたい！ 

 

 ● 「第 3 章 区域計画」をご参照ください 

  「地区別計画」の取組支援を目的とした「地区支援

目標」と、区域での必要な取組として選定した「６つ

の重点テーマと目標」で構成される「区域計画」の主

な取組などを紹介しています。 

 

● 「参考」ページに地域ケアプラザ・地域包括支援セ

ンターの一覧をのせています。 

  福祉や保健に関することや、地域活動に関する情報提

供などをしている身近な施設としてご活用ください。 

 

他にどんな情報が載っていますか? 

 

 

各地域ケアプラザ・地
域包括支援センターの
取組について詳しく紹
介しています。 
 

重点テーマの取
組なども紹介し
ています。 

取組の内容 
や推進状況 
を細かく 
チェック！ 

「地区別計画推進状況」
の一覧（P.12）から、 
気になる取組を発見！ 
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  ※第 2 回長津田地区別計画推進策定委員会、第 38 回緑区社会福祉大会は、新型コロナウイルス 

感染症の予防対策に伴い、中止となりました。 

第１章 計画の概要 

第２章 地区別計画 

第３章 区域計画 

（表 紙 中 面）推進状況報告書 活用の仕方 

（裏表紙中面）編集・発行者 
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第１章 計画の概要 

第１章 計画の概要 
 

 

 

地域福祉保健計画は、誰もが身近な地域で安心して暮らせるまちをつくるため、地域の福祉保健を推

進するための基本理念や課題を明らかにし、課題解決に向け、市民・事業者・行政が協働で取り組む計

画で、社会福祉法第 107 条に基づきます。 

横浜市には、市全体の計画である市地域福祉保健計画（以下「市計画」という。）と、区ごとに策定

する区地域福祉保健計画（以下「区計画」という。）があります。 

また、地域福祉の推進を目指し、地域住民・福祉保健等の関係団体や事業者等が地域で主体的に進め

ていく計画として、社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画があります。 

 それぞれの計画は相互に補完・連携し、役割分担をしていくものであることから、横浜市では、地域

にわかりやすい計画となるよう策定のプロセスを共有し、整合性のとれた１つの計画として一体的に策

定しています。これにより、行政や市民、地域福祉活動団体、ボランティア、事業所などの地域にかか

わる方々にとって、より協働しやすく、より実効性のある計画となることを目指しています。 

 

 

(1) 第１期計画（平成 18～22 年度） 

緑区では、平成 16 年度策定の「市計画」を受け、「みどりのわ・ささえ 

愛プラン」第１期計画を平成 18 年１月に策定しました。 

策定にあたっては、区内 11 連合自治会単位で地区別意見交換会を３回ず 

つ開催しました。また、分野別団体別インタビュー、区民アンケートを実施 

し、そこで出されたさまざまな意見を、「つながり」「人材・担い手」「機会・ 

場」「情報」「安心・安全・健康」の５つのキーワードに分類し、各団体の代 

表者や公募委員、学識経験者で構成する策定委員会で検討を進めました。 

そして、計画の基本理念と、上記のキーワードを核とした５つの基本目標 

などを設定しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 第２期計画（平成 23〜27 年度） 

第１期計画の振り返り等を踏まえ、区内 11 地区の実状や地域の特色を活かし、区民と協働で策定する「地

区別計画」と、区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザ等が地域と協働し、緑区全体で取り組む「区計

画」の２つで構成することとしました。 

この第２期計画は、日常生活に関連した課題などに対する地域の取組計画をまとめた「地区別計画」と、

地域を越える課題や、近隣では対応しにくく区全体を対象とした課題、地域の取組を支援する計画などをま

とめた「区計画」とが互いに連動することで、より有効な計画となっています。 

１ 地域福祉保健計画とは 

２ 緑区の地域福祉保健計画 

基 本 理 念 誰もが安心して暮らし続けられる緑区をめざして 

～一人ひとりが主役・共に支えあうまちづくり～ 

基本目標１ 地域での「つながり」を大切にするまちづくり（キーワード：つながり） 

基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり（キーワード：人材・担い手） 

基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり（キーワード：機会・場） 

基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり（キーワード：情報） 

基本目標５ 「安心・安全・健康」のまちづくり（キーワード：安心・安全・健康） 

●第１期計画の基本理念と基本目標 
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第１章 計画の概要 

① 地区別計画策定の経過 

 ■地区別計画策定委員会の立ち上げ・委員会の開催   

「地区別計画」を区内 11 連合自治会・地区社会福祉協議会を単位と 

して策定することとし、地区別計画の策定等を中心となって進める「推進 

母体」としての役割をもつ「地区別計画策定委員会」を、各連合自治会を 

中心に順次立ち上げました。委員会は、連合自治会、地区社会福祉協議会 

（以下、「地区社協」という。）、民生委員・児童委員、保健活動推進員、地 

域の活動団体の代表者などの方々で構成され、区内 11 地区で延べ 32 回 

の委員会を開催し、延べ 450 人の方々が参加して、検討を重ねました。 

また、地区別計画策定に向けた委員会の開催主旨や、今後のスケジュール 

の説明、各地区の取組内容などの情報交換などを行うことを目的に「地区別計画策定連絡会」を４回開

催しました。 

■地区支援チームの設置   

地区別計画策定に向けて、区役所、区社会福祉協議会（以下「区社協」という。）、地域ケアプラザ等

で構成される「地区支援チーム」を地区ごとに設置しました。 

地区支援チームは、「地区別計画策定委員会」の計画策定を支援するとともに、情報交換や課題の共

有など計画推進の土台を構築しました。 

 ■みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会からの提言等   

「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」では、「地区別計画策定委員会」の検討状況の報告

を受け、地区別計画の策定に向けた提言や進捗管理を行いました。 

② 区計画策定の経過 

第２期となる区計画の策定にあたっては学識経験者や自治会、地区社協などの方々で構成される「み

どりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」を開催し、検討を行いました。その結果、第１期計画の基

本的な考え方を継承し、基本理念と基本目標を再定義したうえで、「目指す姿」を追加することとしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 第２期計画の振り返り           ※下線部分について第 1 期計画より変更しました。 

  ■地区別計画の振り返り 

   各地区別計画推進策定委員会において、年度ごとに地区別計画の振り返りを行いました。平成 26 年度

に第 2 期計画の中間振り返りを、平成 27 年度には第 2 期計画 5 か年を振り返りました。 

  ■区計画の振り返り  

   「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」にて、区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザ等

が実施した取組等について、定期的に振り返りを行いました。振り返りを行うなかで、今後取り組んでい

くべき方向性について提言がありました。 

●第２期計画の基本理念と基本目標 

基 本 理 念 誰もが安心して暮らし続けられる緑区をめざして 

～一人ひとりが主役・共に支えあう つながりのあるまちづくり～ 

基本目標１ 地域での「つながり」のあるまちづくり（キーワード：つながり） 

基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり（キーワード：人材・担い手） 

基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり（キーワード：機会・場） 

基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり（キーワード：情報） 

基本目標５ 「安全・安心・健康」のまちづくり（キーワード：安全・安心・健康） 
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第１章 計画の概要 

   

■「みどりのわ・ささえ愛プラン推進状況報告書」の発行 

  地区別計画・区計画について「推進状況報告書」を毎年度発行し、推進状況を確認しました。 

 

④ 第 3 期計画策定の経過 

 ■地区別計画策定 

   平成 26 年度から、第 3 期計画に向けた「地区別計画推進策定委員会」が各地区で開催され、第 2 期地

区別計画の推進に加え、第 3 期地区別計画に向けた課題や取組について意見交換が行われました。 

  ■区計画（全体計画・区域計画）策定 

   「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」が地区別計画を含めた第 2 期計画での取組状況を把握

して振り返りつつ、平成 26 年度からは、第 3 期計画の策定に向けた検討も行ってきました。 

  ■第 3 期計画策定に向けた取組 

   第 3 期計画策定に向け、区全域の福祉保健にかかる現状や課題、ニーズ等を把握するため、平成 26 年

度に「区民アンケート」及び「分野別・団体別グループインタビュー」を実施しました。 

   「地区別計画推進策定委員会」や「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」において、その結果

を踏まえながら、第 3 期計画策定に向けた話し合いを行いました。 

  ■みどりのわカフェの開催  

   第 3 期計画素案公表期間内には、第 2 期計画のこれまでの取組と、第 3 期計画素案を周知するとともに

素案への意見募集のために、PR イベント「みどりのわ・Café」を「緑区市民活動支援センターみどりー

む」で開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「みどりのわ・Café」の様子＞ 
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第１章 計画の概要 

 

 

(1) 基本理念・基本目標の継承 

   第 1 期計画から「基本目標」として掲げている「つながり」「人材・担い手」「機会・場」「情報」「安全・

安心・健康」の 5 つのテーマについては、福祉保健施策に必要な要素であることから、第 3 期計画におい

ても、「基本理念」とともに計画全体の総合的な指針として継承することとしました。 

 

(2) 計画構成の見直しと「区域計画」の設定 

■区計画・地区別計画の関係性 

地域での日常生活の課題や取組をまとめた「地区別計画」と、その中で抽出された、区全体を対象とした

課題や地域での活動を支援する取組などをまとめた「区計画」が、互いに連動することでより有効な計画

となっています。 

■第 2 期計画の区計画の課題 

第 2 期計画を推進していくなかで、次のような点が課題として挙げられるようになりました。 

●第 2 期計画の「区計画」で提示した「具体的な取組」は、個々の事業や取組の内容が抽象的になり、計

画の推進状況などを確認することが難しい。 

●取組主体となる、地域・区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザ（地域包括支援センター）などが、

それぞれ個別に取り組む内容となっていたため、連携・協働した取組が見えづらい。 

●地区に共通する課題への取組や「地区別計画」を支援するための仕組みづくりなど、「区計画」に期待さ

れる役割も大きくなっている。 

 

■区計画から「区域計画」へ 

第 2 期計画から「地区別計画」が加わり、「基本目標」は、「区計画」と「地区別計画」の両方にかかる目

標として設定されましたが、第 1 期計画の「基本目標」＝「区計画」（計画全般）の色合いが強く残ってい

ました。そこで、第 3 期計画においては、計画全般を「全体計画」、区計画を「区域計画」とし、「地区別

計画」も含め、構成の見直しを行いました。 

 

(3) 区域計画の地区支援目標及び重点テーマの設定 

  ■地区支援目標について 

  第 2 期計画を推進していくなかで、「基本目標」に応じた各種取組と並行して、各地区で着実に推進さ

れている「地区別計画」の充実や広がりが期待されるようになりました。 

そこで、「地区別計画」の取組への支援を強化するとともに、他地区に広がるきっかけづくりや情報共

有を進めることを目指し、「区域計画」に「地区支援目標」を設定しました。 

   

■区域計画の重点テーマについて 

  第 3 期計画をより実践的な計画とすることを目指し、           

「区民アンケート」や「分野別・団体別グループインタビュー」を踏まえて、重点的な課題を抽出し、そ

のテーマに沿った目標と具体的な取組を設けました。この「重点テーマと目標」を「区域計画」に設定す

ることで、計画の方向性や推進状況の把握・進行管理をより明確にすることができます。 

 

 

３ 第３期計画の内容と特徴 
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第１章 計画の概要 

 

＜第 3 期みどりのわ・ささえ愛プラン 概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地区別計画」の特徴 

区内の 11 連合自治会・地区社協単位で開催 

される「地区別計画推進策定委員会」（以下、 

地区別委員会という。）が中心となって、各地区 

の特徴を活かした「地区別計画」を策定していま 

す。第 3 期「地区別計画」は、平成 28 年度から 

の５か年間に行う、それぞれの地区の特徴をふま 

えた各種の目標と、地域課題の解決のための具体 

的な取組をまとめています。 

 

「区域計画」の特徴 

 「地区別計画」の取組支援と他地区に取組を広げ

るきっかけづくり等を推進する「地区支援目標」と

重点的なテーマに沿った事業ベースの具体的な取

組をまとめた「重点テーマと目標」で構成されてい

ます。実現に向け、区役所、区社会福祉協議会及び

地域ケアプラザ等が、地域や関係団体・事業者など

と協働で取り組んでいきます。 
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●地区別計画       ＜11 地区の地区別計画 目標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域の人達がつながり、支え合い、一緒につどい楽しみを共有できるまち 

●色々な世代の人が地域活動やボランティアに参加しているまち 

●地域情報が行き渡り、地域全体で支援が必要な人を見守るまち 

●身近な所で健康づくりができ、いつまでも健康に過ごすことができるまち 

●地域全体で防犯・防災に向け取り組み、安全・安心に暮らせるまち 

●「『安全・安心・健康』のまちづくり」のために 

●地域での『つながり』を大切にし、地域における後継者を育成するために 

●ボランティアの取組を充実します 

●知りたい情報を分かりやすく伝えていきます 

●世代間・活動団体間の交流を進めます 

●防犯・防災に強い、安心できるまちにしたい 

●次世代につながるまちにしたい 

●地域でのつながりを大切にし、活動を活発にしたい 

●落ち着いて活動できる活動拠点を増やしたい 

●地域が団結して、防災力を高めたい 

●地域での「つながり」を大切に、健康で元気に暮らし続けられるまちづくり 

●必要な「情報」が入手しやすいまちづくり 

●「防災・防犯」で安心・安全なまちづくり 

●地域の中での孤立化をなくし みんなの顔が見える環境を目指します 

●自治会加入を促進し、地域情報をより多くの人に届けます 

●地域が団結して、「つながり」を作り、あらゆる世代の交流を広げよう 

●連携して、「見守り」を進め、いつまでも支えあえる地域を目指そう 

●健康や交流を意識した取組を進め、地域をもっと元気にしよう 

●「地域でのつながり」を大切にするまちづくり 

●みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり 

●「安心・安全・健康」のまちづくり 

●地域情報の発信と共有をすすめます 

●若い人も高齢者も活躍できる地域づくりをすすめます 

●日頃の見守りから「いざ」という時の支えあいにつなげます 

●認知症の人も障がいのある人も、その家族も暮らしやすい地域づくりをすすめます 

●地域の防犯力を高めよう 

●自助・共助・近助の力を育もう 

●孤立化を防ごう 

●子育てしやすい地域づくりをめざそう 

●地域の環境課題に取り組もう 
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第１章 計画の概要 

 

 

 

 

 

 

●区域計画 

＜地区支援目標＞ 

目標１ 
地域での「つながり」づくりの取組を支援し、ともに推進しながら、他の地域へも取組を 

広げていきます！＜つながり＞ 

目標２ 
多くの人が地域で活躍でき、地域活動が広がっていくことを目指し、地区の支援やコーディ 

ネートを行います！＜人材・担い手＞ 

目標３ 
より身近な地域で活動できるよう、地域活動における「機会」「場」に関するノウハウを 

共有し、活用します！＜機会・場＞ 

目標４ 地域情報を共有・活用できる体制づくりをすすめます！＜情報＞ 

目標５ 
地域の取組を共有するとともに、活動の広がりを意識しながら継続して取り組めるよう、

支援を行います！＜安全・安心・健康＞ 

 

＜重点テーマと目標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常的な見守り体制づくりに関する取組 

   
 

 

  
 

 

テーマ① 

(1)  見守りが必要な人への地域でのゆるやかな見守り体制づくりを支援します 

(2) 関係機関・団体・事業者等の連携を深め、組織を超えて情報共有ができる体制づく

りをすすめます 

 
認知症に関する取組 テーマ② 

(1)  認知症の人とその家族が地域で安心して暮らせるよう、認知症に関する普及 

啓発の取組をすすめます 

(2) 身近な地域を一歩出ても、気づきの目があるネットワークづくりをすすめます 

 

障がい児・者に関する取組 テーマ③ 

(1)  障がい児・者が必要な支援を受けることができ、より積極的に身近な地域活動へ

参加できることを目指します 

(2)  障がいに関する理解を広めるとともに共に支える人を増やし、組織的に活動でき

る体制づくりをします 

 

子ども・子育てに関する取組 テーマ④ 

(1)  生まれる前から学齢期まで、切れ目のない子ども・子育て支援をすすめます 

(2) 児童虐待防止に向けた取組をすすめます 

 

災害時に支援が必要な方への取組 テーマ⑤ 

(1)  災害時の支援が円滑にできるような仕組みづくりをすすめます 

(2) 災害時に支援が必要な人と周囲の住民の顔の見える関係づくりを支援します 

 

健康づくりに関する取組 テーマ⑥ 

(1)  ライフステージに応じた健康づくりに関する取組をすすめます 

(2)  健康で充実した生活を送れるよう、活躍できる機会・場づくりを支援します 

 

目標 

目標 

目標 

目標 

目標 

目標 
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第１章 計画の概要 

 

 

(1)  第３期計画（平成 28〜令和 2 年度）の推進 

第３期計画では、「みどりのわ・ささえ愛プラン」の基本理念である「共に支えあう つながりのあ

るまちづくり」の実現に向けて、第２期計画での取組を充実・発展することを目指して取り組みます。 

また、令和元年度から「地区別計画推進策定委員会」「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」

と名称を変更し、第 4 期計画（令和 3～７年度）の策定に向けた検討も行っています。 

 

①「地区別計画」の推進について 

地区別計画に掲げられた各目標の実現を目指し、「地区別計画推進策定委員会」が中心となり、地

域課題の解決に向けた取組を行うとともに、地域福祉保健の推進にかかる各種の情報の共有や意見交

換や振り返りを行います。 

  また、推進にあたっては、地域住民が主体となって推進していけるよう、区役所・区社会福祉協議

会・地域ケアプラザ等の職員で構成する「地区支援チーム」が引き続き支援します。 

 

②「区域計画」の推進について 

  第１期・第２期計画に引き続き、「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」が、第３期計画 

で掲げた「地区支援目標」及び「重点テーマと目標」を中心に取組状況の把握や振り返りを行います。

また、「地区別計画」の推進に向けた助言等を行うとともに、各地区が共通で抱える課題や地区の 

先進的な取組の拡充を目指し、「区域計画」との連動に向けた提案等を行います。 

 

＜第 3 期 推進体制イメージ＞ 

４ 第３期計画の推進と第４期計画の策定に向けた取組について 
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第１章 計画の概要 

(2)  令和元年度の推進策定スケジュール 

  令和元年度は第３期の推進４年目であり、計画推進と第 4 期区域計画・地区別計画の策定に向けた検討を

中心に、次のとおり進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 「地区別計画推進費」の活用 

平成２４年度から、地域が主体的に行う課題解決に向けた活動等を支援するための「地区別計画推進費」 

を各地区で活用しています。地区別計画推進策定委員会において具体的な活用策と取組内容を検討してお

り、地区別計画の推進の一助となっています。 

 

(４) 令和元年度の広報等の取組について 

令和元年度は、第４期計画策定を見据えて、区民の方々に計画概要や各地区の取組を知ってもらうために

広報を行いました。地区別計画推進策定委員会通信の発行・班回覧等、ＰＲパネルの作成などによる PR

活動に加え、周知のため区役所イベントスペースでの動画の常時放映などに取り組みました。 

 

●「地区別計画推進策定委員会通信」の発行 

地区別計画推進策定委員会で出されたさまざまな意見や、課

題、地区での取組状況を地域の方々に周知するために作成しま

した。通信には、第４期地区別計画策定に向けた検討の様子な

ども掲載し、より多くの方に読んでいただけるよう、地域での

回覧や全戸配布などを行いました。 ＜地区別計画推進策定委員会通信＞ 
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 ●動画の常時放映 

   第 3 期計画の周知を図るため、初年度に作成した PR 動画を多くの方に視聴 

いただけるよう、区役所１階のイベントスペースで常時放映を行っています。 

あわせて、地区別リーフレットについても配架し地区別計画の周知に努めました。 

 

 

 

●地区別計画推進状況ＰＲパネルの作成 

各地区の地区別計画の取組の様子を地域の方々に知って 

いただくために、ＰＲパネルを作成しました。 

また、各地区のパネルは、地域ケアプラザなどで展示し 

ています。より多くの方に、地域福祉保健計画や地域の取 

組に理解を深めていただくのに役立っています。 

 

 

 

(５) 第４期計画策定に向けた取組について   

   第４期計画策定に向け、区域の福祉保健にかかる現状や課題、ニーズ等を把握するため、 

「区民アンケート」と「分野別・団体別グループインタビュー」を実施しました。 

  ●区民アンケート実施概要 

   調査対象：緑区内にお住いの２０歳以上の方 4,500 人（95 人の外国籍区民含む） 

抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出 

回収数等：1,305 票 回収率 29.0％ 

調査期間：令和元年６月 22 日（土）～７月 16 日（火） 

   調査方法：郵送による配布・回収 ※横浜市電子申請・届出サービスも併用 

   調査内容：合計 25 問 

        回答者属性、生活の心配事について、地域でのつながり及び活動の機会・場について、 

 福祉保健に関する情報について、安全・安心・健康について、緑区の福祉保健全般について 

    

 ●分野別・団体別グループインタビュー実施概要 

   実施時期：令和元年７月 12 日（金）～11 月 27 日（水） 

   実施回数：19 回 

対象：高齢者、障害者、子育て、青少年育成、健康づくり、権利擁護、国際交流等の分野別の 

当事者・支援者、および福祉・保健活動団体 等（延 182 名） 

   インタビュー内容：活動の現状、課題、今後に向けて 等 

 

＜区役所 1 階での動画常時放映＞ 

 

＜地区別計画推進状況 PR パネルの一部＞ 
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第２章 地区別計画 

 
第２章 地区別計画 
 

 

(1) 地区別計画推進策定委員会について 

地区別計画に掲げられた各目標の実現を目指しつつ、第 3 期計画推進にむけた意見交換を活発に行う「地

区別計画推進策定委員会」（以下、「地区別委員会」という。）が開催されています。委員は、連合自治会、

地区社協、民生委員・児童委員、保健活動推進員、地域の活動団体の代表者など、地区の実状に合わせて組

織されています。 

既に地域では、自治会活動を中心にさまざまな活動が行われています。担い手の確保や世代間の連携など

の共通課題を解決するとともに、これまでの地域活動を継続し、団体間の連携体制をより強化することなど

が求められています。地区別委員会では、そうした地域課題の解決に向けた取組を行うとともに、計画の推

進に係る各種情報の共有や意見交換を行い、地区別計画の目標に向けた地域の取組状況の把握や振り返りを

行います。地区別委員会は、各地区の実状に応じて年間２～10 回開催され、令和元年度は計画推進ととも

に、第４期に向けた地域の課題や具体的取組について活発な意見交換を行いました。また、地区別委員会で

話し合われた内容をより多くの地域の方々に周知するため、「地区別計画推進策定委員会通信」を各地区２

回発行し、連合自治会等の協力の下、地区内での班回覧等を行いました。 

 

(2) 地区支援チームについて 

緑区では、区役所の運営責任職・保健師や社会福祉職、区社協責任職・職員、地域ケアプラザの所長・地

域活動交流コーディネーター・生活支援コーディネーター・地域包括支援センター職員（社会福祉士、主任

ケアマネジャー、保健師等）で構成される「地区支援チーム」が地区ごとに編成されています。そして、「地

区支援チーム会議」を毎月開催し、チームメンバーが日常業務の中で把握した地域の情報や、地域展開して

いる事業の情報、そこから分析した地域の課題などを共有し、解決策や取組について検討しています。こう

して、住民主体の地区別計画の推進に向けた地域の取組支援、地区別委員会や地域住民の活動支援をしてい

ます。 

 

(3) 地区別計画推進策定委員会連絡会の開催 

地区別委員会の委員長、地区支援チームのチームリーダーなどが参加する「地区別計画推進策定委員会連

絡会」を５月に開催しました。地区別委員会の開催状況やスケジュールの説明、各地区の取組内容などの情

報交換・意見交換などを行いました。 

 

(4) 地区別計画推進活動報告 

地区別委員会では、地区別計画の目標に向けた地域の本年度の取組状況を振り返るとともに、各地区の推

進状況をまとめた「パネル」を制作しました。 

 

(5) 地区別計画推進に向けた各種制度の活用 

地区別計画推進に向けて、区役所・区社協等による事業費補助制度を活用しています。平成 24 年度から

継続している「地区別計画推進費（→P.９参照）」とあわせ、さまざまな補助金等の制度を活用し、地域住

民の主体的な取組による地区別計画がさらに推進していくことを目指しています。 

 
 
 

●「地区別計画」の推進について 
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第２章 地区別計画 

 

 

＜令和元年度 地区別計画推進策定委員会 開催状況＞ 

地区名 委員数 回数 開催日 地区別委員会での主な意見交換テーマ・概要 

東本郷 

 

32 人 ３ 

6/21  

9/12  

1/29 

第１回 4 つの専門委員会活動報告、ひがほん郷まつりについて 

第２回 ひがほん郷まつりについて、第１回委員会の振り返り 
第３回 第４期地区別計画策定に向けて（グループワーク） 

鴨居 

 

24 人 ２ 
7/9  

12/21 

第１回 「鴨居チョイボラ」本格始動について 

第２回 活動・取組を通じて思う鴨居地区の課題について（グループワーク） 

～「鴨居チョイボラ」の将来的な推進に向けて～ 

竹山 

 

27 人 ２ 
8/27   

2/25 

第１回 活動での悩みや課題を共有しよう（グループワーク） 
第２回 第４期地区別計画策定に向けて 
◆これからの 5 年間で、竹山地区でできたらいいこと（グループワーク） 

白山 

 

34 人  10 

原則 
毎月 
第 4 

土曜日 

第２回 第３期計画の推進状況について（５つの地区目標について情報共有） 
第６回 第４期地区別計画策定に向けた第３期計画の振返り（グループワーク） 
第９回 第４期地区別計画策定に向けて 
◆これからの５年間で、白山地区で実現したいこと（グループワーク） 

新治 

中部 
38 人 ２ 

8/22  

2/20 

第１回 第３期計画の振返り 

◆子ども・子育て世代の声を集めるために、防犯・防災キャッチフレーズの取組 
第２回 第４期地区別計画策定に向けて 

◆これからの新治中部地区に必要な取組について（グループワーク） 

子ども・子育て世代の声を集めるための取組について 

三保 38 人 ２ 
8/24   

1/25 

第１回 第３期三保地区別計画の中間振返り（意見交換） 

「見守り・居場所づくり検討委員会」の取組報告 
第２回 第４期地区別計画策定に向けて 
◆今後、三保地区内で必要な取組について（グループワーク） 
「見守り・居場所づくり検討委員会」の取組報告 

山下 

 

25 人 ２ 
8/8  

2/7 

第１回 第３期山下地区別計画の振返り（活動報告） 

第２回 第４期地区別計画の策定について（グループワーク） 

新治 

西部 

 

31 人  ２ 
8/20   

2/3 

第１回 第３期地区別計画について（グループワーク） 

第２回 第４期地区別計画の策定について（グループワーク） 

十日市場

団地 

 

38 人 ２ 
8/5  

2/17 

第１回 第３期地区別計画の振返り（グループワーク） 

第２回 第４期地区別計画の策定に向けて（グループワーク） 

霧が丘 

 

33 人 ２ 
6/29 

12/7 

第１回 霧が丘地区別計画３か年の振返りと今年度の取組について（意見交換） 

第２回 第４期地区別計画策定に向けて 

◆活動や取組が将来的に継続・発展するために工夫していること（意見交換） 

長津田 30 人 １ 9/28   
第１回 第３期地区別計画の目標について振返り（グループワーク） 
※第２回は新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止となりました。 

合計 350 人 30  

 

●令和元年度 地区別計画推進状況 
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第２章 地区別計画 

 

 

東本郷地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の東端に位置し、地区の東側は港北区、南側は神奈川区、北側は都筑区に隣接しています。北側は平

野が広がり一部は農地となっていますが、南側は台地となっており、昭和４０年代からの計画的な宅地開発

により、戸建てや集合住宅の集まる住宅地となっています。 

坂道が多く、最寄りの鴨居駅まで距離がある地域もありますが、平成 19 年３月に住民の要望によりミニ

バスが開通し、多くの住民に利用されています。 

＜主な関連施設＞  

最寄駅：鴨居駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：東本郷小学校、東鴨居中学校（鴨居地区と共有） 

地域ケアプラザ等：横浜市東本郷地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

東本郷１～６丁目、東本郷町 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

通信№17 発行 通信№18 発行 

令和２年１月 29 日 

17:30～19:30 

東本郷地域ケアプラザ 

・地区別計画について 

・第４期地区別計画の策

定に向けて 

 （グループワーク） 

第３回 

令和元年９月 12 日 

17:30～19:00 

東本郷地域ケアプラザ 

・ひがほん郷まつりについて 

・第１回委員会の振り返り 

第２回 

令和元年６月 21 日 

17:45～20:00 

東本郷地域ケアプラザ 

・第３期計画について 

・4 つの専門委員会活動報告 

・ひがほん郷まつりについて 

第１回 

地域 

人 口 比

 

合計 3,752,841人合計 12,556人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

2,070人

1,633人

7,432人

915人

506人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

29.49 

59.19 

11.32 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

東本郷
（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）



   

 

14 

 

第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

東本郷地区別計画推進策定委員会通信№17 

 

 

 

 

 

東本郷地区別計画推進策定委員会通信№18 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

東本郷地区別計画推進策定委員会通信№1８ 
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第２章 地区別計画 

令和元年 12 月 21 日 

18:00～20:00 

鴨居会館 

・地区別計画について 

・活動・取組を通じて思う鴨居地 

区の課題について（グループワーク） 

～「鴨居チョイボラ」の将来的

な推進に向けて～ 

第２回 

 

 

鴨居地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の東側に位置し、地区の北側に鶴見川を挟んで都筑区、南側は神奈川区、保土ケ谷区に隣接する南北

に長い地区です。地区北部には鴨居駅があり、駅を中心に商店街、医療機関が密集しており、南側には丘陵

状に住宅地が広がっています。駅周辺は平地ですが、他は起伏に富む地形となっています。 

地域ケアプラザをはじめ、障がい者の地域作業所、通所施設など福祉施設が多くあります。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：鴨居駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：鴨居小学校、緑小学校、東鴨居中学校（東本郷地区と共有） 

地域ケアプラザ等：横浜市鴨居地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

鴨居１～７丁目、鴨居町 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

人 口 比

 

通信№17 発行 通信№18 発行 

令和元年７月９日 

19:00～20:30 

鴨居会館 

・「鴨居チョイボラ」本格始動

について 

 

第１回 

0～5歳

1,891人

1,918人

9,996人

1,155人

729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

合計 3,752,841人合計 15,689人 合計 181,309人

24.28 

63.71 

12.01 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

鴨居
（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

鴨居地区別計画推進策定委員会通信№1７ 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

鴨居地区別計画推進策定委員会通信№18 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

竹山地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の南側に位置し、地区の南側は保土ケ谷区に隣接しています。 

昭和 40 年代に開発された竹山団地が中心にある丘陵地の住宅街です。この地区は、竹山中公園、竹山二

丁目公園、竹山南公園等をはじめ、緑豊かな街並みが続きます。 

緑区の中では最も高齢化が進んでおり、年少人口比率も最も低い地区となっています。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：鴨居駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：竹山小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市鴨居地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

竹山 1～4 丁目 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

人 口 比

 

通信№17 発行 通信№18 発行 

令和元年８月 27 日 

18:30～20:00 

竹山ホール 

・地区別計画について 

・活動での悩みや課題を共有 

しよう（グループワーク） 

 

第１回 

令和２年２月 25 日 

18:00～19:30 

竹山ホール 

・第４期地区別計画の策定

に向けて 

・これからの 5 年間で、竹

山地区でできたらいいこ

と（グループワーク） 

第２回 

合計 3,752,841人合計 6,813人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

1,508人

1,433人

3,391人

318人

163人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

43.17 

49.77 

7 .06 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

竹山
（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

竹山地区別計画推進策定委員会通信№1７ 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

竹山地区別計画推進策定委員会通信№18 
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第２章 地区別計画 

 

 

白山地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の東方に位置しており、地区の南側は旭区、北側は都筑区に隣接しています。北側には鶴見川が流れ

ています。ＪＲ横浜線沿いの地区西側には白山ハイテクパーク（産業団地）、市営バス車庫、東側には大規

模マンションが建っています。道路沿いに企業、商業施設等が並んでいます。 

また、南側に向かって丘陵状になっており、計画的に整備された戸建中心の閑静な住宅地が広がっていま

す。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：鴨居駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：鴨居中学校 

地域ケアプラザ等：横浜市鴨居地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

白山 1～4 丁目 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

通信№17 発行 通信№18 発行 

人 口 比

 

各団体の活動報

告、目標項目別

に活動状況を分

類し、情報を共

有 

原則毎月開催 

第７～８回 令和元年６月 23 日 

18:00～19:30 

白山自治会館 

・第３期計画の推進状況に

ついて 

（５つの地区目標につい

て情報共有） 

 

第１回 

令和元年 11 月 23 日 

17:00～18:30 

白山自治会館 

・第４期地区別計画策定

に向けて 

・第４期地区別計画策定

に向けた第３期計画の

振返り（グループワーク） 

第６回 
令和２年２月 22 日 

17:00～19:30 

白山自治会館 

・第４期地区別計画策

定に向けて 

・これからの５年間で

白山地区で実現した

いこと（グループワーク）  

 

第９回 

合計 3,752,841人合計 11,336人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

1,152人

1,354人

7,234人

1,030人

566人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

22.11 

63.81 

14.08 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

白山
（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）

各団体の活動報

告、目標項目別

に活動状況を分

類し、情報を共

有 

原則毎月開催 

第２～５回 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

白山地区別計画推進策定委員会通信№1７ 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

白山地区別計画推進策定委員会通信№18 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

新治中部地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

明治 41 年横浜線開通と同時に中山駅が開業し、駅周辺に市街地が形成されました。現在も中山駅を中心

に緑区総合庁舎や警察署などの行政機関、福祉保健施設があり、駅前には商店街などの商業施設があります。

また、横浜市営地下鉄グリーンラインが平成 20 年 3 月開通しました。 

一方、南側には県立四季の森公園や長坂谷公園があり、緑豊かな環境となっています。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：中山駅（ＪＲ横浜線・横浜市営地下鉄グリーンライン） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：上山小学校、中山小学校、中山中学校、森の台小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市中山地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

台村町、森の台、寺山町、中山 1～6丁目、上山 1～3丁目 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

通信№18 発行 

人 口 比

 

令和２年２月 20 日 

9:30～11:30 

寺山町自治会館 

・第４期地区別計画 

～これからの新治中部地区

に必要な取組について～ 

（グループワーク） 

・子ども・子育て世代の声を集

めるための取組について 

 

第２回 

通信№19 発行 

令和元年８月 22 日 

10:00～11:30 

中山町自治会館 

・第３期計画の振返り 

・子ども・子育て世代の声を

集めるために 

・防犯・防災キャッチフレー

ズの取組について 

第１回 

合計 3,752,841人合計 33,429人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

3,519人

3,552人

21,927人

2,817人

1,614人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

21.15 

65.59 

13.25 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

新治
中部
（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

新治中部地区別計画推進策定委員会通信№1８ 
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第２章 地区別計画 

 

新治中部地区別計画推進策定委員会通信№19 
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第２章 地区別計画 

新治中部地区別計画推進策定委員会通信№19 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

三保地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の中央に位置し、地区の南側は旭区に隣接しています。北側約半分には、いくつかの集合住宅と既存

の住宅など、住宅地が広がっています。南側には「三保市民の森」など広大な緑地が残されていますが、 

ここ数年間で開発が進み、住宅が増えています。 

また、特別養護老人ホームなどの高齢者施設が多くあります。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：中山駅（ＪＲ横浜線・横浜市営地下鉄グリーンライン） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：三保小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市中山地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

三保町 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

人 口 比

 

通信№17 発行 通信№18 発行 

令和元年８月 24 日 

14:00～15:30 

三保町自治会館 

・三保地区別計画について 

・「見守り・居場所づくり検討

委員会」の取組報告 

・第３期三保地区別計画の中間

振返り（意見交換） 

第１回 

令和２年１月 25 日 

14:00～16:00 

  三保町自治会館 

・三保地区別計画について 

・第４期地区別計画策定に向けて 

 「見守り・居場所づくり検討委

員会」の取組報告 

 今後三保地区内で必要な取組に

ついて（グループワーク） 

第 2 回 

合計 3,752,841人合計 15,358人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

1,504人

1,715人

9,661人

1,609人

869人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

20.96 

62.91 

16.13 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

三保
（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

46 

 

第２章 地区別計画 

三保地区別計画推進策定委員会通信№1７ 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

三保地区別計画推進策定委員会通信№18 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

山下地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の北側に、恩田川と鶴見川に挟まれた形で東西に長く位置し、地区の北西側は青葉区、北側は都筑区

に隣接しています。市街化調整区域が多い田園地帯で、丘陵地に市営住宅や戸建の住宅が並んでいます。 

山下地域交流センターや山下みどり台小学校コミュニティハウスが活動の拠点となっています。また、特

別養護老人ホームや介護老人保健施設などの福祉施設が多くあります。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：中山駅（ＪＲ横浜線・横浜市営地下鉄グリーンライン）、青葉台駅、藤が丘駅（東急田園都市線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：山下小学校、山下みどり台小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市中山地域ケアプラザ、地域包括支援センターふじ寿か園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

西八朔町、北八朔町、小山町、青砥町 

令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

通信№17 発行 通信№18 発行 

人 口 比

 

＜年齢区分別人口＞ 

令和元年８月８日 

19:00～21:00 

山下地域交流センター 

・第３期山下地区別計画の振 

返り（活動報告） 

第１回 

令和２年２月７日 

18:00～20:00 

山下地域交流センター 

・第４期地区別計画の策定に 

ついて（グループワーク） 

第２回 

合計 3,752,841人合計 16,599人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

2,497人

1,761人

10,285人

1,262人

794人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

25.65 

61.96 

12.39 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

山下
（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

 

山下地区別計画推進策定委員会通信№1７ 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

山下地区別計画推進策定委員会通信№18 
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第２章 地区別計画 

 

 

新治西部地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の西北に位置し、地区の北側は恩田川を境に青葉区に隣接しており、新治町、十日市場町（十日市場

団地地区を除く）、長津田みなみ台６丁目の一部（十日市場町自治会）、長津田みなみ台 7 丁目の一部（後谷

地区）で連合自治会を形成しています。 

十日市場駅南側を中心に、公共施設、商業施設、医療機関やマンションなどの集合住宅を中心とした住宅

が密集している一方、横浜線北側や新治町には農地や新治市民の森などの緑地も多く残されています。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：十日市場駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：新治小学校、十日市場小学校 

地域ケアプラザ等：横浜市十日市場地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

新治町、十日市場町、長津田みなみ台 6・7 丁目の一部 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 
（十日市場団地地区を除く） 

注）上記の人口データには、新治町、十日市場町及び長津田みなみ台

7 丁目のデータを集計しています。 

 

人 口 比

 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

通信№17 発行 通信№18 発行 

令和元年 8 月 20 日 

13:30～15:30 

十日市場町自治会館 

・第 3 期地区別計画について 

（グループワーク） 

第１回 

令和２年２月３日 

13:30～15:00 

十日市場町自治会館 

・第４期地区別計画の策定に 

ついて（グループワーク） 

第２回 

合計 3,752,841人合計 19,792人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

2,939人

2,141人

12,375人

1,412人

925人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

25.67 

62.53 

11.81 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

新治西部地区・

十日市場団地

地区（％）
緑区
（％）

横浜市
（％）
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

新治西部地区別計画推進策定委員会通信№1７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新治西部地区別計画推進策定委員会通信№1７ 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

新治西部地区別計画推進策定委員会通信№18 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

十日市場団地地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

昭和 34 年から 39 年にかけて建てられた市営十日市場住宅を中心とした地区です。建物の老朽化に伴い、 

十日市場ヒルタウンとして平成 3 年から全面的な建替えを実施し、高層化により人口も増加しました。ヒル

タウンの名称のとおり、丘陵状の地形に計画的に整備されています。 

 また、「持続可能な住宅地モデルプロジェクト」の取組の一つとして、民間活力の導入や市有地の有効活

用等について検討されています。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：十日市場駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：十日市場中学校 

地域ケアプラザ等：横浜市十日市場地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

十日市場町（十日市場団地地区） 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

通信№17 発行 通信№18 発行 

人 口 比

 

注）上記の人口データには、新治町、十日市場町及び長津田みなみ台

7 丁目のデータを集計しています。 

 

令和元年８月５日 

18:30～20:00 

十日市場団地第 7 街区集会所 

・第３期地区別計画の振返り 

（グループワーク） 

第１回 

令和２年２月 17 日 

19:00～20:30 

十日市場団地第７街区集会所 

・第４期地区別計画の策定に向 

けて（グループワーク） 

第２回 
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第２章 地区別計画 
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第２章 地区別計画 

 

 

 

十日市場団地地区別計画推進策定委員会 

令和元年 10 月発行 第３期 No.7（通算 No.17） 
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十日市場団地地区別計画推進策定委員会通信№1７ 
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第２章 地区別計画 

十日市場団地地区別計画推進策定委員会通信№18 
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霧が丘地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の西方に位置し、地区の南側は旭区に隣接しています。昭和 54 年から日本住宅公団（現在の霧が丘

グリーンタウン）の入居が始まり、昭和 56 年に十日市場町から区域変更された比較的新しい街です。 

街路樹、歩行者専用道路など（通称「赤道」）、計画的に整備されていることが特徴的で、緑豊かな公園が

点在し、恵まれた自然環境は南側に隣接する新治市民の森に続いています。 

平成 20 年に横浜市初の小学校跡の建物を活用した複合施設「霧の里」が開所し、住民の活動の場として 

定着してきています。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：十日市場駅（ＪＲ横浜線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：霧が丘小学校（旧霧が丘第二小学校）、霧の里（旧霧が丘第三 

小学校） 

地域ケアプラザ等：横浜市霧が丘地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

霧が丘１～６丁目 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

通信№17 発行 

人 口 比

 

令和元年６月 29 日 

17:30～18:30 

霧の里 

・霧が丘地区別計画３か年の振返り

と今年度の取組について 

第１回 

通信№18 発行 

令和元年 12 月７日 

13:30～14:30 

霧の里 

・第４期地区別計画策定に向けて 

・活動や取組が将来的に継続・発展

するために工夫していること 

（意見交換） 

第２回 

合計 3,752,841人合計 11,584人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

1,425人

1,895人

6,694人

1,032人

538人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

28.66 

57.79 

13.55 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

霧が丘

地区

（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）
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第２章 地区別計画 

 

霧が丘地区別計画推進策定委員会通信№1７ 
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第２章 地区別計画 

霧が丘地区別計画推進策定委員会通信№18 
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第２章 地区別計画 

 

 

長津田地区別計画推進策定委員会 

 

 

 

 

緑区の最西端・最北端に位置し、南北に広い地区です。西は東京都町田市、北は青葉区、南は瀬谷区、 

南東は旭区に隣接しています。区内で最も広く、人口、世帯数ともに最大となっています。 

近年、地区の東西を貫いている国道 246 号線東側、長津田みなみ台の大規模開発に伴い、大型商業 

施設、大規模マンション等が増加し、転入者が増加しています。また、駅北口地区市街地再開発により、都

市型住宅等の整備も進められており、駅周辺に保育施設が多くあります。 

 ＜主な関連施設＞  

最寄駅：長津田駅（ＪＲ横浜線・東急田園都市線・こどもの国線） 

震災時避難場所（地域防災拠点）：いぶき野小学校、長津田小学校、長津田第二小学校、田奈中学校 

地域ケアプラザ等：横浜市長津田地域ケアプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢区分別人口＞ 令和元年（2019 年）9 月末 

地区別計画推進策定委員会の開催状況 

 

地域 

人 口 比

 

長津田１～７丁目、長津田町、いぶき野、 
長津田みなみ台１～５丁目、６・７丁目の一部 

注）長津田みなみ台７丁目のデータは、新治西部地区・十日市場団地

地区に集計しています。 

 

通信№17 発行 

令和２年 2 月 29 日 

14:40～16:30 

長津田スカイハイツ第 2 集会所 

・第４期地区別計画の策定に向 

けて（グループワーク） 

第２回 

令和元年９月 28 日 

14:00～15:30 

長津田スカイハイツ第 2 集会所 

・第３期地区別計画の目標につ 

いて振返り（グループワーク） 

第１回 

合計 3,752,841人合計 38,427人 合計 181,309人

0～5歳

472,212人

443,935人
2,379,379人

283,586人

173,729人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

22,028人

20,929人

114,577人

14,867人

8,908人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

0～5歳

3,625人

3,504人

25,777人

3,319人

2,202人

75歳～

65～74歳

15～64歳

6～14歳

18.55 

67.08 

14.37 

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

23.69 

63.19 

13.11 
24.41 

63.40 

12.19 

長津田

地区

（％）

緑区
（％）

横浜市
（％）

新型コロナウイルス感染症

の予防対策のため、 

中止となりました。 
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第２章 地区別計画 

長津田地区別計画推進策定委員会通信№1７ 

要差替 
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第３章 区域計画 

第 3 章 区域計画 
 

 

（１）「区域計画」の構成と取組主体 
区域計画は、「地区別計画」の取組支援と他地区に取組を広げるきっかけづくり等を推進する「地区 

支援目標」と、重点的なテーマに沿った事業ベースの具体的な取組をまとめた「重点テーマと目標」の

２つで構成されています。 

この「地区支援目標」と「重点テーマと目標」の実現に向け、区役所、区社会福祉協議会及び地域ケ 

アプラザが、地域や関係団体・事業者などと協働で取り組んでいきます。 

（２）地区支援目標 

 「地区支援目標」は、各地区で展開されている「地区別計画」を中心とした取組について、その充実 

や実現に向けて、助言等を行うとともに各種助成制度などの活用により、支援を行います。 

また、「地区別計画推進策定委員会」や「地区支援チーム」における活動を通じて、各地区の取組を 

把握し、その手法やノウハウを蓄積して効果的に地域に情報提供することで、他地区にその取組を広 

げるとともに、取組の支援を行ないます。 

目標１ 
地域での「つながり」づくりの取組を支援し、ともに推進しながら、他の地域へも取組を 

広げていきます！＜つながり＞ 

目標２ 
多くの人が地域で活躍でき、地域活動が広がっていくことを目指し、地区の支援やコーディ 

ネートを行います！＜人材・担い手＞ 

目標３ 
より身近な地域で活動できるよう、地域活動における「機会」「場」に関するノウハウを 

共有し、活用します！＜機会・場＞ 

目標４ 地域情報を共有・活用できる体制づくりをすすめます！＜情報＞ 

目標５ 
地域の取組を共有するとともに、活動の広がりを意識しながら継続して取り組めるよう、

支援を行います！＜安全・安心・健康＞ 

（３）区域計画の重点テーマと目標 

 「重点テーマと目標」は、「区民アンケート」、「分野別・団体別グループインタビュー」や、各地区 

の「地区別計画推進策定委員会」などでの意見を参考に、「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員 

会」の提言に基づき、区域での取組が必要と考えられる６テーマを選定しました。 

また、「目標」や「主な取組」に関しては、区役所・区社会福祉協議会・地域ケアプラザを中心に検 

討を進め、それぞれのテーマの必要性に関して、「背景と取組の方向性」「これまでの取組」「期待され

ること・求められていること」などを経て、項目を選定しました。 

（４）「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」について 
第１期、第 2 期計画に引き続き、「みどりのわ・ささえ愛プラン推進策定委員会」が、地区別計画を

含めた第３期計画での取組状況の把握や振り返りを行っています。 

委員は、学識経験者、福祉保健活動団体等の代表などで構成しています。 

＜令和元年度の開催状況＞ 

【第１回】令和元年６月 11 日 （内容）第３期計画の推進状況と第４期計画策定のスケジュール 等 

【第２回】令和元年 12 月４日 （内容）第３期計画の推進と第４期計画の策定に係る取組 等 

【第３回】令和 2 年３月 30 日 ※新型コロナウイルス感染症予防対策のため書面会議で実施 

              （内容）第 3 期計画の推進報告と第 4 期計画策定に向けた進捗状況 等 

テーマ１ 日常的な見守り体制づくりに関する取組 テーマ４ 子ども・子育てに関する取組 

テーマ２ 認知症に関する取組 テーマ５ 災害時に支援が必要な方への取組 

テーマ３ 障害児・障害者に関する取組 テーマ６ 健康づくりに関する取組 

●「区域計画」の推進について 
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（1） 日常的な見守り体制づくりに関する取組 

■第２回「助け合い・支え合い活動 Good Job！！交歓会」開催 

第１回目は、２年前、区内の助け合いや支え合いの活動に取り組んでいる団体同士の情報交換とそれ

ぞれの活動のすばらしさを再確認・共有することを目的に開催しました。活動を始めたばかりの団体や

立ち上げを検討中の地域住民、すでに長く活動している団体等の参加がありました。 

その後、立ち上げ検討中だった団体がこれを参考に活動を開始し、またスタートにむけて検討を始め

た団体も出てきました。区内で助け合いや支え合いの活動が広がってきたこともあり、今年度第２回目

を実施することになりました。この２年間に活動が始まった２団体からの報告と、グループに分かれて

助け合い・支え合い活動の周知方法や、依頼をボランティアにつ

なぐ際の困りごとなどについて話し合いました。 

今回は緑区生活支援コーディネーター連絡会で企画しました。

今後も地域ケアプラザ・区社協ともに協力して、団体同士の関係

づくりや情報交換をはじめ、事例をもとにした話し合いなど、今

後の活動の発展と区域での広がりにつながる機会を設けていき

たいと思っています。 

 

（２）認知症に関する取組 

■認知症サポーター養成講座の拡充  

認知症サポーター養成講座の開催にあたっては、区域・包括圏域・より身近な地域でチラシの配

布・広報を行いました。地域住民や学校での開催に加えて、警察署や銀行等の民間企業からの新規依

頼も複数回あり、認知症サポーター養成講座は、今年度（令和元年12月末時点）28回実施、1,073

名の方に受講いただき、認知症サポーターは緑区全体で16,281人になりました。 

引き続き、認知症サポーター養成講座を拡充していくために、活動を行うキャラバン・メイトの支援と

して認知症キャラバン・メイトのつどいを行います。 

 

■認知症普及啓発事業を区内３つのエリアで開催  

令和元年度は、より地域の実情に合わせた普及啓発を行うために、継続して「認知症をポジティブに

とらえよう！」をテーマに掲げ、区内を３つのエリアに分けて次のとおり事業を行いました。引き続き、

誰もが認知症をポジティブにとらえ、認知症の人が役割や生きがいをもって生きられる地域・社会をつ

くっていくことを目標に、あらゆる機会をとらえて普及啓発事業を展開していきます。 

エリア 日時、場所 内容 

東本郷・鴨居エリ

ア 

第一部：８月 30 日 

東本郷地域ケアプラザ 

第二部：９月 28 日 

鴨居地域ケアプラザ 

第一部：「楽しみながら認知症を学ぼう」認知症

すごろくを使った講座 

第二部：「ペコロスの母に会いに行く」映画上映 

中山・山下エリア ２月 15 日 

中山地域ケアプラザ 

講話：「認知症をポジティブに捉えよう！～認知

症になっても住み慣れた街で暮らすために～」 

講師：元気会横浜病院理事長 北島明佳氏 

霧が丘・十日市

場・長津田エリア 

11 月 29 日 

十日市場地域ケアプラザ 

講話：「カフェを知ろうカフェを語ろう～認知症

カフェ立ち上げ物語～」 

講師：Ｄａｙみどり管理者 若林美紀子氏 

● ６つの重点テーマの推進状況 

▲当日の様子 
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（３）障害児・障害者に関する取組  

 ■障害者週間での取組  

  緑区役所では障害者の社会参加や生きがいづくりの支援と、障害理解の普及啓発を行っています。そ

の一環として、12 月３日から９日までの障害者週間に合わせ、「障害者週間イベント 2019」を開催 

しました。障害者による作品展示や施設紹介、イベント参加者からいただいたコメントを掲示する参加

型展示を行ったほか、緑区制 50 周年を記念し、緑公会堂で「UNO 工房」によるハンドベル演奏や映

画上映、また規模を拡大した自主製品販売会を実施しました（全３日間、16 施設が参加、のべ約 600

名が来場）。引き続き障害理解の普及啓発に関する取組や共同販売の場の設定や販路拡大などの支援を

行っています。 

 

 ■障害者週間イベント「みんな いっしょなら もっと たのしい！ み・ど・り！」開催 

  障害児者支援の関係機関でつくる「みどり障がい児者支援ネットワーク」は、関係機関同士の情報 

交換や顔のみえる関係づくり、障害理解の普及啓発を行っています。その普及啓発の一環として、12

月の障害者週間に合わせ、みどりアートパークで 3 日間（12/5,6,7）イベントを開催しました。 

  障害者通所施設のパンや焼き菓子の販売をはじめ、手話ソングやパネルシアター、バルーンを使った

ムーブメント、小物づくりのワークショップ、落語、ハンディキャップヨガ体験等々、たくさんの催し

が開催され多くの来場者がありました。 

2 日目には「何がいったい差別なの？」と題し、障害者差別解消法と合理的配慮について DPI 日本会

議 崔氏の講演があり、参加者は真剣に耳を傾けていました。（イベントの様子は次の写真のとおり） 

   

 

 

 

 

 

 

■移動情報センター事業者向け研修の開催 

障害児者の移動を支援している事業所を対象に、講師として横浜 

市発達障害者支援センター地域支援マネジャーの神田宏氏を迎え、 

発達障害児者の特性とその支援について 2 日間（8/6,22）の研修 

を開催しました。 

1 日目は自閉症スペクトラムの特性理解を中心に問題行動が起 

こる背景や原因の理解を深め、当事者の困り感に寄り添った支援 

について学びました。 

2 日目は行動障害のある方への支援に、アセスメントが大切で 

あることを理解し、実際のアセスメント方法として行動チェック 

シートを用いて学びました。 

研修後のアンケートでは、「アセスメントの重要性」についての 

記載が多く、「アセスメント方法を学び実際の支援に活かしたい」 

というコメントを多くいただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

緑区移動情報センター主催 事業者連絡会研修 

障害特性の理解とその支援 
～問題行動が起こる背景・原因と理解～ 

発達障害児者の支援において「どうして伝わらないんだろう」「この行動にはどんな意味
があるんだろう」と理解が難しい場面はありませんか。本研修では 1日目に『障害特
性（自閉症スペクトラム）』2日目に『アセスメント』について学び、より良い支援につ
なげます。（本研修は平成 30年度に青葉区自立支援協議会が主催した「問題行動の改善
とその支援」①障害特性 ②アセスメントと同じ内容となります） 

この行動にはどんな意味があるんだろう？ 

どうして話しても伝わらないの？ 

【場 所】 ハーモニーみどり 2階 多目的研修室ⅠⅡ 
      住所：緑区中山 2-1-1（緑区社会福祉協議会 福祉保健活動拠点） 
【対 象】 緑区及び近隣区の移動支援事業所  

ガイドヘルパー及び管理者 
【参加費】 無料 
【申 込】 裏面にある申込書で FAXにてお申し込みください（7/27締切） 
【申込先】 緑区移動情報センター 電話：931-3280 FAX：934-4355 
 

【講師】横浜市発達障害者支援センター 神田 宏 氏（発達障害者地域支援マネジャー）  

2日目 
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（４）子ども・子育てに関する取組 

■要保護児童対策地域協議会実務者研修会  

 「子どもの虐待『通告』について考える」をテーマに研修会を実施しました。子どもの虐待を心配す

る相談件数は年々増加している一方で、通告を躊躇する事例もみられ一歩踏み込んだ支援が出来な 

い事例もあります。今回の研修会ではパネルディスカッションを取 

り入れ、小学校、保育園が通告を悩みながらも実際に通告した事例 

について報告があり、区や児童相談所も対応について発表しディス 

カッションを深めました。通告する側、通告を受ける側、双方の思 

いや対応について理解が深まり、関係機関等の連携を促進する動き 

につながりました。引き続き、子どもに関わる地域や関係機関等が 

チーム一丸となり子どもを虐待から守る取り組みを行っていきます。 

 

（５）災害時に支援が必要な方への取組 

 ■緑区福祉避難所連絡会  

横浜市では、大規模災害が発生した時に地域防災拠点や自宅での避難生活が困難な方のため、市内の

社会福祉施設などと協定を締結して「福祉避難所」として位置づけています。区内では、特別養護老人

ホームや地域ケアプラザ、障害者施設等あわせて 26 の施設を指定しており、これらの施設の代表者に

お集まりいただき、今年度も連絡会を開催しました。 

連絡会では、警察への災害時緊急通行車両の事前届出などの確認に加えて、今年度から本格運用が開

始した「福祉避難所情報共有システム」の操作方法を共有しました。本システムは災害時に各施設の状

況について円滑かつ的確に情報共有が区と各施設の間で図られることを目的としたものです。各施設で

本システムを活用した避難所運営が進められるよう次年度以降も各施設と引き続き連携していきます。 

 

（６）健康づくりに関する取組 

■地域における「オーラルフレイル予防」の取組推進  

 口腔機能の衰え（オーラルフレイル）についての考え方を広く周知し、自ら予防に取り組んでもらえ

るよう、普及・啓発に取り組みました。幅広く地域における啓発を進めるため、地域活動団体である保

健活動推進員の全体研修・地区研修でオーラルフレイルに関する実践的な啓発研修を行い、各地域で啓

発を進めていただくよう取組を進めました。また、高齢関係施設・団体と連携し、研修やセルフチェッ

クの重要性の普及を進めるなど、地域全体で予防活動を進めるための基盤づくりを行いました。 

 

■人生 100 年時代～のばせ！健康寿命～  

「人生100年時代～のばせ！健康寿命～」をテーマに講演会を11月30日に緑公会堂で開催しまし

た（371名参加）。第一部は、「できることを楽しく！長く！人生100年時代を豊かにするヒケツ」

をテーマに、ダイヤ高齢社会研究財団の澤岡詩野氏にご講演いただきました。第二部は、各地域包括

支援センターエリアの活動団体紹介を行いました。つながりが「介護予防」「地域づくり」になると

いうことで、健康で自分らしい生き方をみんなで考えるきっかけとなりました。 

【出演グループ】 

にこにこクラブ、かもい合唱団 ONE HUNDRED、なかやまストレッチＯＢ会、チームやました、里山

会、きりとも、長津田げんき応援隊・歌声サロン～音のたまてばこ～ 

 

▲パネルディスカッションの様子 
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  「生活困窮者自立支援制度」は平成 27 年４月に開始され、生活保護制度の前段階のいわ

ゆる「第２のセーフティネット」として、生活困窮者の支援に取り組む制度です。 

この制度では、「生活困窮者の自立と尊厳の確保」と「生活困窮者支援を通じた地域づくり」

を目指す目標と定めています。 

平成 30 年 10 月の法改正に伴い、「関係機関間の情報共有を行う会議体の設置」が法定化

されました。横浜市では、この支援会議を「横浜市生活困窮者セーフティネット会議」と位

置づけ、市・区・個別支援の３階層で実施することにより、支援

関係者間の積極的な情報交換や連携を進めています。 

緑区では区レベルセーフティネット会議を今年度 4 回実施

し、就労、高齢、障害等の様々な分野の関係機関と共に、緑区の

取組や制度の情報共有、実際の支援事例を用いたグループワー

ク、多問題を抱える世帯（8050 問題・ひきこもり等）に関わ

る相談機関の業務内容・事業等の共有などを行いました。 

 

 

また、平成 30 年度に緑区と栄区でモデル実施した「地域ネットワーク構築支援事業」を

18 区で実施しました。こちらは地域の中で、生活困窮者を早期に把握するための「気づき

のネットワーク」づくりや、自立した生活を支えるための「支援のネットワーク」づくりを

身近な地域の関係機関等と協働して実施する事業です。 

緑区では、昨年度に引き続き、地域ケアプラザ及び地域包括支援センターふじ寿か園と連

携を図りながら、生活困窮に関連する取組を行いました。 

 
＜主な取組内容＞ 

 
 

施設名 主な取組内容 
東本郷 

地域ケアプラザ 
・区社協フードドライブ事業と連携した食支援（ひがほんバザール） 

鴨居 
地域ケアプラザ 

・学習支援・食支援団体等と地域関係者の検討会 
（子どもと大人のｅｅｅ場所づくり）の開催 

中山 
地域ケアプラザ 

・高齢者向けの家計に関する講座（ちょこっと勉強会）の開催 

地域包括支援センター 
ふじ寿か園 

・地域ケア会議と連携した事例検討 

十日市場 
地域ケアプラザ 

・十日市場駅周辺「こども」の居場所づくり検討委員会の開催 
・「こどもの」居場所（こども村）の開催支援 

霧が丘 
地域ケアプラザ 

・「老い支度」に関する取組（ＭＳＯ研究部）と連携した制度周知 
・高齢者向け就労支援講座（いきいきセカンドライフ講座）の開催 

長津田 
地域ケアプラザ 

・「生活お役立ちガイド」の配布 

▲「こどもの居場所」イベントの様子 

（十日市場地域ケアプラザ） 

生活困窮者自立支援制度 

～セーフティネット会議と地域ネットワーク構築支援事業～ 

▲老い支度と取組：F ノート講座の様子

（霧が丘地域ケアプラザ） 

 

▲ｅｅｅ場所づくりの様子 

（鴨居地域ケアプラザ） 

▲第 2 回 

緑区セーフティネット会議の様子 
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 団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を見据え、横浜市では「地域包括ケア計画」を策定しまし

た。計画では、地域での生活を支える主な取り組みとして「自己決定の支援」を定めています。一人ひ

とりが自らの意思で生き方を選択し、最後まで自分らしく生きていく。エンディングノートは、これか

らの生き方を考えるきっかけになります。 

 緑区では、緑区エンディングノート「Ｍｙ Ｌｉｆｅ～これからの私がいきいきと暮らしていくため

に～」を作成しました。さらに、６月 29 日に緑公会堂でエンディングノートＰＲイベント「映画上映

会＆エンディングノート活用講座」を開催しました。第一部の活用講座では、緑区エンディングノート

の特徴でもある自分自身の希望や大切にしていることなど「思い」を残すことができる点などを紹介し

ました。第二部では「オケ老人！」の映画上映を行い、さまざまな年齢層の登場人物が前向きにこれか

らの生き方を考え直すというストーリーを通じて、「明日からの生き方を考えるきかっけづくり」につ

なげることができました。 

 このイベントを皮切りに、区役所窓口及び各地域包括支援センターで緑区エンディングノートの配布

を行いました。また、各地域包括支援センターでは、書き方など関連の講座を行い、広く区民への周知

を図りました。 

 エンディングノートからはじめる自分らしい暮らしのプロデュース 
 ～いきいきと暮らしていくために緑区エンディングノートを活用してみませんか？～ 

 

▲エンディングノートＰＲイベントの様子① ▲エンディングノートＰＲイベントの様子② 

エンディングノートとは？ 

 これまでの自分の人生を振り返り、これから起こりうる万が一の事 

態に備えて、治療や介護、葬儀などについて自分の希望や、家族への 

伝言、連絡すべき知人のリストなどを記しておくノートです。 

 その名称から「人生の終末期に備えるためのもの」というイメージ 

でとらえられがちですが、「家族や親しい人に覚えておいて欲しいこ 

と」「自分自身の思い」などを伝えるだけでなく、これまでの人生を 

振り返ることで、これからの生き方を考えることにつながるノートで 

もあります。 

※緑区ＨＰ（下記ＵＲＬ）からデータのダウンロードも可能です。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/midori/kusei/koho/fukushihoken-center/My-Life.html 

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/midori/kusei/koho/fukushihoken-center/My-Life.html
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地域ケアプラザは、市民の誰もが住み慣れた地域において健康で安心して暮らせるよう、地域の福

祉・保健活動を支援し、福祉保健サービス等を身近な場所で総合的に提供する施設です。 

 地域包括支援センターは、介護保険法に定められた、地域住民の保健・福祉・医療の向上、虐待防止、

介護予防マネジメントなどを総合的に行う機関です。横浜市では、地域ケアプラザ及び市が指定する特

別養護老人ホーム（緑区では、「特別養護老人ホーム ふじ寿か園」）に、機能の一つとして地域包括支

援センターを設置しています。 

 緑区内の地域ケアプラザ及び地域包括支援センターの紹介や主な取組は、P．８４～９０をご覧くだ

さい。ここでは、共通の取組を紹介します。 

 

【緑区制５０周年記念事業 緑区民まつり】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エンディングノート普及啓発事業】 

 

 

  

 

 

●地域ケアプラザ・地域包括支援センターとの連携 

県立四季の森公園で毎年行われている緑区民まつりですが、

2019 年は、区制 50 周年！お祝いムードをもりあげよう！

ということで、緑区内 6 か所の地域ケアプラザとふじ寿か園

の地域包括支援センター職員が一同に協力して、おまつりに訪

れた方が楽しめるようにと企画を練りました。①紙飛行機大会

②まちがいさがし③ビー玉つまみ大会を行いました。どの種目

にも多くの老若男女が参加して、真剣に取り組んで、結構熱く

なって、何度もトライしている方もいました。例年、6 か所の

地域ケアプラザとふじ寿か園の地域包括支援センターが連携

して区民にケアプラザ周知の一環としても区民まつりへの参

加をさせていただいて来ましたが、今年はとにかくお祝いムー

ドを盛り上げることを第一の目標に職員自身も楽しませてい

ただきました。 

 

今年度、横浜市内全区でエンディングノートの作成が進められ、緑区では５月に「緑区エンデ

ィングノート」が完成しました。 

その後、ＰＲ事業の先駆けとして、６月 29 日に「エンディングノート講演・映画上映会」を

緑区公会堂で開催しました。内容は、エンディングノート書き方説明会と映画「オケ老人」の上

映でした。当日は定員を上回る来場者があり、大盛況に終えることができました。（P.82 参照） 

以降、北部（長津田、霧が丘、十日市場）、中部（中山、ふじ寿か園）、南部（鴨居、東本郷）

の区内３か所で、エンディングノート講座を開催しました。こちらでも多くの参加があり、エン

ディングノートに対する関心の高さが伺えました。 

その他、各地域ケアプラザ等では、老人会や自治会等へ出張してエンディングノート講座を開

催しました。 

これからも、エンディングノートが必要な方へ広く行渡るように取組んでいきます。 
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● 東本郷地域ケアプラザ                       案内図 P95 

東本郷地区は、地域の方々がつながりを大切にしながら、積極的に活動を展開している地域

です。あらゆる世代の人たちが交流できる場である、「ひがほん郷（ふるさと）まつり」は、

その象徴的なものとも言えます。 

また、高齢者支援、認知症関連、子育て支援、健康づくりの４つの委員会が組織され、自治

会や民生委員・児童委員協議会、地区社会福祉協議会などのから選出されたメンバーを中心に

地区別計画の推進、「住んで良かった地域作り」のための、多くの活動が行われています。 

 東本郷地域ケアプラザも、委員会に参画するとともに、その他の活動でも地域の関連団体な

どと連携し、地域課題の解決に向けた支援や地域ニーズに基づいた事業などを展開しています。  
 

【地域活動交流】                       

〇地域の皆さんの活動支援や協働、情報提供の窓口です。     

・貸 室  地域のグループが積極的に活動されています。     

夕刻、夜間は、比較的利用しやすい状況です。 

・活動支援 「こんな活動がしたい。」「活動の講師を紹介して 

欲しい。」など、それぞれのニーズに合わせサポ 

ートしています。 

・相 談  「障がい児・者活動の場や、支援情報を知りたい。」 

「子どものことで相談したい。」「ボランティア活 

動をしてみたい。」など、ご一緒に考え、必要な 

機関や団体につないでいます。 

・自主事業  高齢者向けのんびりサロン、子育てサロン、 

小中学生の体験などの活動を実施しています。 

 

【地域包括支援センター】 

〇地域の身近な相談窓口です。 

・相談支援 看護師、主任ケアマネジャー、社会福祉士の専門職が相談等に対応しています。 

・権利擁護 誰もが住み慣れた地域で、自分らしく暮らし続けていけるよう権利擁護や成年後 

見の相談、認知症支援や理解促進の支援によりそれぞれの方の生活(権利)を守る

取り組みを行っています。 

・自主事業 コグニサイズを活用した介護予防や健康づくり講座、介護者のつどい、こころの 

病個別相談会、協力医による相談会などを定期的に開催しています。 

 

【生活支援体制整備】 

〇高齢者の方の生活を支援しています。 

・状況把握 活動参加や聞き取りの中から、地域の高齢者のニーズ把握を行っています。 

・開発・支援 地域の方々とともに、必要なサービスの開発や支援を行っていきます。 

・自主事業 皆さんが楽しみながら元気に過ごせるよう、体操やサロンを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

「０歳から 100 歳までの

人のつながり」をテーマと

する「郷まつり」にケアプ

ラザブースを出展。皆さん

と平和の木を作成。 

持続可能でよりよい世界を目指す国際目標として国連が提唱するＳＤＧｓの取り組

みの一貫として、緑区社会福祉協議会や近隣小学校のＰＴＡと協働し、寄付物品を

活用し「もったいないをなくそう」というテーマのもと配分会を実施。物品の有効

活用と生活のために必要とされる方々の支援を実施しました。    
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● 鴨居地域ケアプラザ                        案内図 P95 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鴨居地域ケアプラザは「鴨居」「竹山」「白山」の３つの地区を担当しています。「鴨居地区」は

鴨居駅を中心とした商業地と丘陵の住宅地、「竹山地区」は竹山団地を中心とした住宅地、「白山地

区」は幹線道路沿いの産業・商業集積地および計画的な住宅地という特徴を持っています。 

これらの地域の特徴や地域ニーズをふまえ、相談や様々な事業に取り組んでいます。 

 
 

ボランティア講座 

「食品」を扱う地域のグル

ープに呼びかけて、ボラン

ティア講座「冬に気をつけ

たい食中毒と日ごろの予

防」を開催しました。 

食品衛生や食中毒の話と共

に、手洗いチェッカーで手

の汚れをひとりひとり測

定。手洗いの重要性をあら

ためて認識しました。 

 
 

 

「人生 100年時代 のばせ!健康寿命」に参加 

鴨居合唱団 ONE HUNDRED 
 

地域包括支援センター・地域活動交流・生活支援体制整備共催(以下略) 

“目指すは 11 月の緑公会堂”を

合言葉に、「鴨居合唱団」を再結成。

総勢 80 名は 9 月から 6 回の練習

を重ね、本番に臨みました。 

前回に引き続きの「花は咲く」では

手話グループと職員も参加して手

話を披露、華を添えました。「明日

があるさ ウルフルズバージョン」

では難しい旋律を歌い上げ、年齢?

を忘れてみんながのりまくり、会

場を沸かせました。 

これからもみんなで歌う楽しさを

広めていけたらと思います。 

 

地域交流・生活支援共催 包括・地域交流共催 

マイライフフォト撮影会 

好きな服装や思い出の品

と記念写真を撮る「マイ

ライフフォト撮影会」を

東本郷地域ケアプラザと

共に開催しました。 

ご夫婦参加も 2 組あり、 

できあがった写真を見な

がらその感想や、これか

らの人生について語り合

いました。 
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福祉総合相談窓口として、地域の皆様の身近な相談を受け付けています。 
例えば… 介護で困っている…介護保険の申請方法やサービスについてご説明します。 
     ご近所さんが悩んでいる…代わりの相談も受け付けます。 
     介護予防について…健康づくりの講座を開催します。 
他には… お金の管理や成年後見制度など様々なご相談に対応します。 

● 中山地域ケアプラザ                       案内図 P95 

中山地域ケアプラザでは、新治中部地区と三保地区の２地区（地域活動交流は山下地区を含む３地区）を

担当しています。中山地域ケアプラザのある「ハーモニーみどり」は、緑区福祉保健活動拠点（緑区社会福

祉協議会）、中山福祉機器支援センター、シルバー人材センター緑事務所、中山地区センターが入った複合

施設です。複合施設内の関係機関とも連携しながら、より地域に根差した地域ケアプラザを目指します。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかやま元気スクール 
男性限定で、介護予防を目的とした体操＆調理

の６回コースの講座を開催しました！ 

回を重ねるごとに仲間と打 

ち解けていったり、調理が 

楽しくなったりしていきま 

した！最後の調理実習では 

魚を３枚におろしました！ 

 

赤ちゃんから高齢者まで、
すべての方を対象に、お部屋
の貸出しや講座の開催、ボラ
ンティア活動の相談・支援を
行っています。 

 
高齢になっても、地域の中

で支えあい、自分らしく笑顔
で元気に過ごせる地域づくり
のお手伝いをしています。 

地域活動交流 生活支援体制整備 

地域包括支援センター 

ベリーダンスで地域を巡ろう！ 
三保に新しくできた居場所 さんさんルーム 

１号館、２号館と、地域活動ホームあおぞら、み

どりの家の貸室の４ヶ所を巡りながらベリーダ

ンスを楽しみました！どのお部屋も地域に開放

されています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

マスコットキャラクターが誕生しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび中山地域ケアプラザのマスコットキャラクターが誕生しま

した！作成するにあたり、担当エリアの特徴を地域の皆さまに伺った 

ところ、「自然が豊か」「鳥が多い」「ハーモニーみどりの桜が印象的」 

「ケアプラザには子どもも大人も集まる」 

等々沢山の声をいただきました。 

それを元に、担当エリア内にある横浜 

創英大学の学生さん、ボランティアの方と 

職員で意見交換を重ね、このエリアで多く 

見かけるエナガという可愛い鳥をモデルにしたキャラクターが誕生し

ました！そして、12 月 1 日～25 日まで、名前募集をしたところ、 

５９７件の応募がありました！その中から選ばれた名前は・・・ 

 です！ 

 

 
肌の色はハーモニ
ーみどり入口の大
きな桜の木をイメ
ージしたピンク色 

 

エナガは尾が
とても長いの
が特徴です 

“ケアプラザの和”
“地域の輪”“つなが
りの輪”で、ワンピ
ースをぐるっと楽譜
の柄にしました。 けあめろ 
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事業の紹介 

● 地域包括支援センターふじ寿か園                   案内図 P95 

介護保険法に定められた機関として、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を続けられるよう、介護保

険やその他のサービスを上手に利用するためのさまざまな支援を行っています。 

地域包括支援センター「ふじ寿か園」は、特別養護老人ホーム「ふじ寿か園」に設置されており、山下地区

を担当しています。 
 

地域包括支援センター 

 ＜1＞地域の相談窓口  

  地域の皆様からの相談を受けて、必要なサービスや機関につなげています。 

 ＜2＞介護予防支援  

  体操教室や介護保険の講座などを実施しています。 

また、介護度が比較的軽い要支援 1・2 と認定された人を対象として、介護予防プランを作成します。 

 ＜3＞権利擁護  

   悪質な訪問販売の被害や、高齢者の虐待防止、成年後見人などの相談を受けています。また、年 1 回

程度、専門家による相談会を開催しています。 

＜4＞地域と連携した活動  

   地域の民生委員、保健活動推進員の皆様や、介護保険事業者などとのネットワークづくりにより、き

め細やかなサービスを行っています。また、地域団体の活動支援を行っています。 

 

 

■「山下ネットワークサロン」で介護予防講座、認知症サポーター養成講座など実施 

「山下ネットワークサロン」は平成２８年度緑区チャレンジ事業に採択され、４年がたちました。 

サロンの時間を借りて、介護予防講座、認知症サポーター養成講座、行政書士による相談会などを実地しま

した。サロンでは単なる茶話会ではなく、いろいろな情報が欲しいと言う声があり、サロン世話人、ボラン

ティアの方々から相談を受け、講座に協力をしています。昨年同様に、口腔講座や健康チェックなどは保健

活動推進員と協力して実施しています。また、Mr.クッキングに協力をしてもらい、冷やし中華をサロンに

提供してもらいました。サロンをネットワーク化したことで、お互いに協力、交流が出来るようになりまし

た。調整会議を通して情報の共有化をし、ネットワークが上手く機能していくように支援を行っています。 

 

 

 

 赤ちゃん教室の後に、もうすこしおしゃべりをしたいとの声からサロンに発展しました。 

毎週火曜日の午後に保健活動推進員、民生委員・児童委員の方々を中心にサロンを開催しています。 

新米ママさんの情報交換の場、子供達はおもちゃを通して交流をしています。 
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● 十日市場地域ケアプラザ                       案内図 P95 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動交流 

地域の皆様が福祉保健活動の場として、 

幅広くご利用いただける施設です 

・福祉保健活動の場としてのお部屋の貸出し 

・ボランティア活動のご紹介 

・地域の活動団体のご紹介・ご協力 

・地域の方へ向けたさまざまな事業の開催 

などを行っています 

地域包括支援センター 

・地域の身近な介護と福祉の相談窓口です 

・地域の介護予防と健康づくりをサポートします 

・高齢者の生活（権利）を守ります 

・地域に出向き、相談会や講座を開催します 

生活支援体制整備 

・高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるようにお手伝いします 

・いつまでも元気に暮らせるように介護予防などの活動を応援します 

・趣味活動や地域活動への参加を応援します 

 

 

 

 

【認知症サポーター養成講座】 

地域ケア会議などで地域の方から認知症の方を見守るためには正しい 

知識を得たいという要望があり、今年度は新治西部連合自治会の各単位 

自治会員向けに認知症サポーター養成講座を行いました。 

新治町、十日市場町、後谷自治会の定例会で、認知症について・認知症の方や 

家族の気持ち・接し方などをキャラバンメイト（講座を開催し講師役を務める方） 

がテキストを使用して分かりやすく説明しました。 

  認知症サポーター養成講座を受けた方は「認知症サポーター」となりますが、 

何か特別なことをするわけではありません。講座受講者の方からは、認知症の方 

への対応方法が分かった、見守ることの大切さを実感したなどの感想がありました。 

今後もご希望があれば講座を開催したり、地域の方と協力して気になる方の 

見守り等を、行っていくことができればと思います。 

 

十日市場地域ケアプラザでは、新治西部地区と十日市場団地地区の 2 地区を担当しています。 

新治西部地区は、十日市場駅周辺に公共施設や商業施設が集中している一方で、農地や樹林地も多く残

っています。十日市場団地地区は、市営住宅を中心とした地区で、丘陵地に計画的に整備されています。 

また、十日市場地域ケアプラザは、緑図書館と緑ほのぼの荘（老人福祉センター）が併設された複合施

設の中にあります。地域の皆様や複合館内を含めた関係機関と連携し、地域課題を反映した事業を展開し

ています。 

 

男の備学（体を整える編） 

 

こどものいばしょ「こども村スペシャルデイ」 

地域での認知症サポーター養成講座 
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もくもくひろば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

霧が丘地区は、昭和 50 年代に大規模開発が行われ、街路樹、歩行者専用道路、

公園などが計画的に整備された、緑豊かな街です。 
 霧が丘地域ケアプラザのある「霧の里」は、学校跡施設として整備された複合施設

で、コミュニティハウスや防犯防災センター、地域スポーツ広場、インド系インターナショ

ナルスクールが併設されています。 

 霧が丘地域ケアプラザは誰もが住み慣れたまちで、安心して暮らせるよう、身近な福

祉保健の拠点として様々な取り組みを行っています。 

● 霧が丘地域ケアプラザ 案内図 P.95  

 
 介護や福祉に関することはもちろん、生活に関す

ることなど様々な相談を無料でお受けします。まず

は、お気軽にご相談ください。 

・介護保険に関する相談や講座など 

・介護（認知症）予防、健康づくりをサポート 

・成年後見、虐待、消費者被害等について 

・ケアラー支援 

 健康づくり事業や介護予防事業として、体操教

室、健康チェック、協力医による医療相談（無料）を

開催しています。 

地域包括支援センター  
 地域の皆さまへ学習機会の提供や障害者・子育て

支援などを行っています。また、地域の方が活躍で

きる機会の創設や、活動・交流の場の提供、地域の

ネットワークづくりも実施しています。 

・講座について 

・ボランティアに関すること 

・子育てに関すること 

・部屋の貸し出しについて 

 健康づくり事業として地域包括支援センターと協

力しながら、様々な講座を開催しています。 

地域活動交流事業 

 
 地域で行われているボランティア活動やサロン、その他趣味サークルなど

の紹介や、活動団体の立ち上げ、継続のための相談や支援をしています。 

・地域の福祉サービス、活動に関する情報収集 

・地域で活動する団体の支援 

・住民主体の地域づくりの推進を図る 

生活支援体制整備事業 

❖霧が丘まちともプラン❖ 

 「いきいきと暮らす」 「仲間とつながる」 「学んで備える」

「安心して暮らす」 をテーマに、介護予防・仲間づくり・ボラン

ティア活動支援・生活支援体制整備事業に力を入れ、誰もが

住みやすい霧が丘を目指します！ 

 

 地域の方、区役所、区社協、ケアプラザが構成し

た「MSO 研究部」は、今年度は「明日からのライ

フデザイン」「E(エンディング)ノート」に加え、

「F(ファイナンシャル)ノート」を作成しました。

メンバーによる各ノートの書き方講座を開催しまし

た。今後さらに LIFE（ライフ）を充実させるため

の L（リビング）、Ｉ（アイデンティティ）ノート

を発行する予定です。 

  今年度は「きりともあかしあ元気づくりステー

ション」がスタートしました！ 

毎週第 2・4 金曜日(10：00～11：30)に、 

あかしあ多世代交流サロンにお出かけください！ 

 

令和元年度『霧が丘まちともプラン』の取り組み 

❖霧が丘まちともプラン❖ 

 「いきいきと暮らす」 「仲間とつながる」 「学んで備える」

「安心して暮らす」 をテーマに、介護予防・仲間づくり・ボラン

ティア活動支援・生活支援体制整備事業に力を入れ、誰もが

住みやすい霧が丘を目指します！ 
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● 長津田地域ケアプラザ                       案内図 P95 

長津田地区は、人口・世帯数とも緑区内最大の地区です。長津田駅周辺や長津田みなみ台の大規模開発 

などにより、人口増加が顕著で、若い世代が多いことも特徴です。 

長津田地域ケアプラザは、長津田駅北口から 300m ほどの市営住宅スカイハイツ 1 階にあります。 

地域の関係団体の皆様とともに「福祉の街・長津田」を実現するために、地域活動交流・地域包括支援セ

ンター・生活支援体制整備・居宅介護支援（ケアマネジャー）・通所介護（デイサービス）の５部門が連携

し、地区内各所の地域ニーズの把握や課題解決に向けた様々な事業を展開しています。 

 

【地域活動交流】 

地域活動の相談・情報提供の窓口です。乳児から高齢の方、障がいのある  

方等を対象とした事業の実施、福祉保健活動の会場貸出、ボランティア活動  

の支援等を行っています。  

 

【地域包括支援センター】 

3 人の専門職（主任ケアマネジャー、保健師等、社会福祉士）が、 

次のような相談をお受けします。 

 

 

 

 

【生活支援体制整備】  

地域の関係者や企業・商店等と連携し、高齢の方の社会参加や介護予防に 

つながる取り組みを行っています。 

 

上記のほかに、居宅介護支援事業（自宅での介護支援）、通所介護（デイ 

サービス）の２部門があり、所内全体で連携して業務を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「歌声サロン」について  

歌うことを通じて、地域の高齢者の元気づくり、仲間づくりを目指し、 

４月に「歌声サロン」準備講座を、５月から「歌声サロン～音楽のたまて 

ばこ」を開催しました。運営には様々なボランティアにご協力いただいて 

います。演奏は長津田地区社協エンターテイメントグループが、準備運動 

等は「長津田げんき応援隊」が担っている他、茶話会の準備を中心となっ 

て進めてくれるボランティア等、それぞれの得意分野で活躍していること 

が特徴です。10 月に横浜市元気づくりステーションとなり、毎回盛況の 

地域の「つどいの場」となっています。 

 

２ 「長津田人材バンク」について 
 10 月より、長津田地区の「地域の支えあい」を活性化させる仕組み「長津 

田人材バンク」を設置しました。これは、長津田地区にお住いで、特技や知識 

を「地域で活かしたい」という方に登録していただき、長津田地区内でその特 

技や知識を必要としている方々につなげるというものです。地域の方が、自身 

の持っている力を活かして広く地域で活躍する機会づくりとして、また、地域 

活動の活性化、新たなつながりづくりとなることを目指しており、徐々に登録 

者が増えています。 

介護保険に関すること   地域の福祉サービス情報  

認知症に関すること    権利擁護について 

「歌声サロン」では、歌や 
おしゃべりで盛り上がっています。 

地域と共催で、身近な場所でのコミュ
ニティづくりに取り組みました。 

子育てに関するアンケートを基に、
ニーズに沿った「楽しい子育て 

講座」（全３回）を開催しました。 

地域ケア会議を開催し、「どうしたら
住み慣れた地域で暮らし続けられる

か」について、検討しました。 

「長津田人材バンク」の 
周知を進めています 
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 お散歩カフェの取組み 

 

 

緑区社会福祉協議会では「区域計画」の推進について、区役所及び地域ケアプラザと共に、全地区での地

域課題の解決に向け様々な取組を行っています。令和元年度の取組の一部を紹介します。 

 

 

●縁側のような気軽な場を利用して、顔を合わせることから始める近所づきあい 

散歩の途中に靴を脱がずに気軽に立ち寄れる、縁側を 

イメージした事業「お散歩カフェ」の取組みを進めてい 

ます。 

通りがかりに休憩したり、飲み物を持ち寄っておしゃ 

べりしたり、自由に過ごす憩いと交流の場として、地域 

住民の方が自宅の敷地を活用したり、自治会の取組みや 

企業の地域貢献活動の一環として運営されています。 

 のぼりが出ていたら開催日。「のぼり」はオリジナルを 

区社協で作成し、運営者・団体に貸し出しています。 

 今年度、「やってみたい」という地域の方や事業所の方 

から声があがり、現在５か所のお散歩カフェが運営されて 

います。 

 

 

例）●自宅の庭先・軒先やガレージ（または一部） 

等を貸してくださる方並びにもてなし役を 

してくださる方 

●敷地の隅や一角等を貸してくださる施設の方 

●店先の一角や一部を貸してくださる企業や事 

業所、商店などの方      ・・・など 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ 

お
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長
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・
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不
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定
期 

不
定
期 

     

●区社会福祉協議会の主な取組 

１ 

２ 

３ 
４ 

５ 

【次のような方・情報などを募集しています】 
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生活困窮者（世帯）等に向けた「食」を通じた生活支援 

緑区あんしんセンター 

●フードドライブ（食品の寄付受付）～「もったいない」を「ありがとう」へ～

フードドライブとはまだ食べられるのに、いろいろな理由で処分されてしまう食品を集めて『たべもの』

を必要としている人や団体に届ける活動です。最近は、「食品ロス」という言葉も出てきて、関心が高まっ

ています。緑区社協では、年に３回募集強化期間を設定し、広く緑区内で広く呼びかけをさせていただいた

ほか、募集強化期間以外でも随時受付をしたところ、約 1 年間で延べ１００名近い方からご協力をいただき

ました。本当にありがとうございました。 

 集まった食品は、この 1 年間でおよそ２０件の個人・世帯とおよそ６０件の団体にお渡し、活用をしてい

ただきました。 

●ぺこぺこ１１０番（食支援専用電話）の開設

フードドライブやセブンイレブンジャパン(株)等、企業

からいただき集まった食品を、必要としている方や団体に

お渡ししていますが、関係機関や相談者からの利用の問合

せを受けるために、食支援専用電話「ぺこぺこ１１０番」 

を開設しました。まだまだ「ぺこぺこ１１０番」にかかっ

てくる電話の件数は少ないですが、ＰＲカードを作成し、

区内地域ケアプラザの窓口等に置かせてもらい、周知に力

をいれました。 

●円満相続講座 Part.1 と Part.2 を開催

緑区あんしんセンターは、高齢者や障害者の権利擁護に関する相談窓口です。

令和元年 12 月 19 日と令和２年１月 22 日の 2 回にわたり、一般区民を対象に正しい相続の知識の普

及を目的とした講座を開催しました。講師は、区内で法務事務所を開設している司法書士に依頼し、１回 

目は、「争続」とならないための準備をテーマに、2 回目は配偶者や子がない等将来の相続に不安がある方 

の必須対策を中心に講義が行われました。講義では、実際の相談場面の寸劇があり、想いを形にするため 

には正しい知識が必要であること、遺言作成が多くの人の場合、一番の相続対策になることを学びました。

両日とも講義終了後には参加者からの質問が相次ぎ、参加者の真剣さが伝わってくる講座となりました。

緑区あんしんセンターでは、今後も権利擁護に関する知識の普及啓発、情報発信に取り組んでいきます。 
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 緑区役所では、令和元年度緑区政運営方針において、「次世代につなぐ みんなにやさしいまち～「ふるさ

と みどり」」を基本目標とし、その達成に向けた施策として、「安全・安心なまち」、「いきいき暮らせるま

ち」、「みどりの魅力あふれるまち」の３つの柱を掲げました。第３期みどりのわ・ささえ愛プランについて

も、区政運営方針に位置づけて進めています。今年度の主な新規事業を中心に 実施状況を紹介します。  

１ 安全・安心なまち   

(1) 災害に強いまちづくり
地域防災拠点運営委員会等において避難所開設に係る図上訓練（HUG 訓練）を実施しました（５回）。

訓練を通して、災害時要援護者に配慮をしながら生活空間の配分を考え、部屋割りから仮設トイレの配

置、炊き出しの場所などを設定していくことについて、参加者が議論や話し合いを行う中で、ゲーム感覚

で避難所運営を学びました。 

(2) 安全・安心な環境づくり
通学路の安全対策について、区内の 16 小学校においてスクールゾーン対策協議会を実施しました。また、

令和元年５月に滋賀県大津市で発生した交通事故を受けて、本市では、保育園児等の散歩コースについて緊

急点検を実施しました。今後、点検結果を踏まえて対応を進めていく予定です。 

(3) 暮らしの衛生の推進
災害時のペットとの同行避難について、飼い主向けペット防災啓発講演会（６月）の開催や地域防災拠点

運営訓練での啓発を行いました。引き続き、同行避難の重要性を伝える機会をもっていきます。 

２ いきいき暮らせるまち  

(1) 第３期「みどりのわ・ささえ愛プラン」の推進
区制 50 周年記念事業として、シンガーソングライターの大島花子さんを

お招きし、「緑区地域福祉保健計画 みどりのわ・ささえ愛プラン特別講演会」 

を開催しました。家族の絆や人と人のつながりの大切さ、命の貴さ、そして、 

次世代に伝え残していくことをテーマに、長年地域福祉に携わってきた方への 

感謝の意を表すとともに、これからの「緑区の福祉」を担う方々の心に響く講 

演会になりました。 

(２) 妊娠期から学齢期までの切れ目のない子育て支援
過年度から引き続き、関係機関・団体とのネットワークの活性化を図る「みどり子育て支援連絡会」（２

回）、児童虐待防止に向けた要保護児童対策地域協議会の実務者会議（１回）、地区別連絡会（１回×４地区）

を開催するとともに、区内の区民利用施設等にご協力いただき「赤ちゃんの駅」を追加指定（19 か所追加）

するなど、地域全体で子育てを見守り支える環境づくりを進めました。 

(３) 地域における青少年の育成（子どもたちの地域社会への参画と体験の場づくり）
緑区制 50 周年に関連して区内小中学校の代表児童・生徒による

「夢みどりリーダー会議」において、昨年度子どもたちが魅力的に 

思う地域のスポットについてマップを作成しました。今年度はその 

スポットに 50 周年記念プレートを設置しました。プレートは児童・

生徒が考えた未来の緑区へのメッセージをいれて作成しました。

(4) 高齢者・障害者施策の推進
地域包括ケアシステムの構築の検討・推進として、医療機関や介護事業所等に従事する人材の育成を目的

に、多職種４連絡会主催合同研修（「看護職・セラピスト・ケアマネジャー・介護職のためのアンガーマネジ 

メント」）の後方支援、ケアマネジャー向け介護予防スキルアップ研修、在宅におけるチーム医療を担う人材

●緑区役所の主な取組
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育成研修（「専門職相互の視点から在宅療養を支えるための連携を考える」）などを 

実施し、参加者のスキルアップや顔の見える関係の構築を推進しました。 

介護予防活動について、今年度は、新たに６か所の元気づくりステーション 

（東本郷、山下、十日市場団地、霧が丘、長津田地区）が立ち上がりました。 

 

 

  (5) 生涯にわたる健康づくりの推進 
地域における生活習慣病予防の取組として、子育て支援拠点や子育てサロン・サークル等で健康チェック

等啓発事業を実施し、区役所開催の事業には参加しづらい若年層にも啓発を行うことができました。 

また、「食」を通した健康づくりを推進するために、食育月間（６月）にあわせたイベント（講演会開催等）

を行いました。また、「食育 SAT システム」を活用した体験型食育講座を小中学校で実施したり、乳幼児健

診実施日にあわせて実施するなど、若年層へのアプローチを進めました。 

 

(6) 暮らしのなかのセーフティネット 

民生委員・児童委員によるひとり暮らし高齢者等「地域で見守り」推進事業の対象者について、従来の 75

歳以上のひとり暮らし高齢者に新規になられた方に加えて、75 歳以上の高齢者のみで構成される世帯も対

象となり、地域での見守り活動が進められています。また、令和元年 12 月１日付で民生委員・児童委員及

び主任児童委員の改選も行われ、新たな任期がスタートしました。新任の委員に対しては研修会を開催し、

区及び区社協の事業説明を実施しました。 

 

３ みどりの魅力あふれるまち                               

 

(1) 区制 50 周年プロジェクト 

緑区は令和元年 10 月に区制 50 周年を迎えました。実行委員会主催の記念事業として、「子どものまち

づくりイベント Mini Mini Midori」、記念式典、的川泰宜 JAXA 名誉教授の講演会、緑区民まつり、「わら

アート」イベントを実施しました。また、平成 31 年１月から引き続き、緑区今昔写真展の開催や、出生や

婚姻の届出時のお祝いメッセージカードを配布する他、「みどりのわ・ささえ愛プラン」特別講演会、区制

50 周年記念中学生合唱団コンサート、小中学生による壁画作成、区民の皆様との街路樹植樹、小学生デザ

インのマンホールの設置等を行い、緑区制 50 周年を区民の皆様と一緒にお祝いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) スポーツを通じた地域づくり 
スポーツ推進委員や緑区体育協会の活動支援を行いました。また、両団体等の協力も得ながら、様々なス

ポーツイベントを開催し、特にラグビーワールドカップ 2019 の開催に向けては、元日本代表選手の平尾

剛氏を招いたイベント開催や中山商店街が作成した大会 PR フラッグの掲出支援を行いました。そして、「東

京 2020 オリンピック・パラリンピック」開催に向けては、競技種目の一つであるフェンシングの体験会や

オリンピックの開催理念啓発のため人権啓発講演会を開催しました。 
 

(3) 環境行動の推進 
外国籍住民に対してごみの分別啓発を行うため、過年度から引き続き、霧が丘地区で地域団体、事業者と

連携し、外国籍住民向けの説明会を開催しました。 

 

(4) 地域力の推進と市民活動の支援 
地域活動に携わる人材の「発掘」「育成」を目的とした講座「みどり「ひと・まち」スクール」を開催し、

地域活動に関心のある区民を対象に地域課題解決に向けた「夢プラン」（具体的な活動プラン）を作成しまし

た。 

◀ わらアート 

 

 

 

 

デザインマンホール（新治小学校）▶ 

元気づくりステーション Mr.クッキング（山下地区）▶ 
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